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村

明

細

帳

治、

ら

見

た

上

藩

農

村

領

田

序

停
滞
的
と
言
わ
れ
る
近
世
の
農
村
も
そ
の
変
貌
の
様
相
に
は
、
著
し
く
地

域
差
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
今
日
明
ら
か
に
さ
れ
て
来
て
い
る
。
本
稿
は
そ

の
よ
う
な
事
情
を
念
頭
に
置
き
っ
て
所
謂
後
進
地
域
の
一
部
と
目
さ
れ
る

上
回
藩
領
農
村
（
信
濃
国
小
県
郡
八
十
一
ケ
村
、
更
級
郡
八
ケ
村
H
高
五
万

八
千
石
）
の
変
貌
の
実
態
を
、
肥
料
、
栽
培
作
物
階
層
分
化
の
三
面
か
ら
、

村
明
細
慢
を
通
し
て
瞥
見
し
た
も
の
で
あ
る
。

近

世

農

村

の

揚

メb、
日

伝

哲

回

近
世
の
農
村
は
為
政
者
に
と
っ
て
重
要
な
財
源
で
あ
り
、
検
地
の
上
賦
課

さ
れ
る
貢
租
は
甚
し
く
生
活
上
の
負
担
に
な
る
場
合
が
多
く
、
地
力
維
持
の

必
要
H
肥
料
入
手
の
問
題
は
、
農
民
に
と

っ
て
最
も
関
心
の
あ
る
事
柄
で
あ

っ
た
と
同
時
に
、
肥
料
使
用
の
状
態
は
地
方
別
の
農
業
事
情
を
知
る
手
が
か

り
と
な
る
も
の
で
極
め
て
注
目
に
値
す
る
。
以
下
肥
料
事
情
の
実
態
を
み
る

こ
と
と
す
る
。

宝
永
三
年
上
回
藩
領
（
仙
石
氏
領
）
全
村
の
村
明
細
帳
に
よ
れ
ば
、
同
藩

領
川
中
島
分
知
領
八
ケ
村
（
但
し
岡
田
村
分
を
除
〈
）
及
び
小
県
分
八
十
一

ケ
村
の
内
六
十
七
ケ
村
は
い
ず
れ
も
回
の
肥
料
と
し
て
は
「
か
り
し
き
、
馬

や
こ
い
、
庭
む
い
、
え
ん
ど
う
」
を
、
叉
畑
の
肥
料
と
し
て
は
「
馬
や
こ
し

一
四
一
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本
こ
い
、
庭
こ
い
、
高
」
等
の
全
く
’
自
給
肥
料
の
み
用
い
て
い
る
に
適
ぎ
な

い
。
他
の
十
四
ケ
村
は
自
給
肥
に
加
え
て
、
「
荏
糟
、
酒
粥
」
を
併
せ
使
用

し
て
い
る
実
情
で
、
結
局
大
部
分
の
村
々
で
は
自
給
肥
使
用
の
段
階
に
あ
っ

（

2
） 

た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
叉
審
主
仙
石
氏
は
延
宝
二
年
「
百
姓
身
持
之
事
」

と
称
す
る
農
回
心
得
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
農
民
の
自
給
肥
料
の
調

達
方
法
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
も
自
給
肥
料
使
用
の
村
々
の
多
か
っ

た
当
該
地
方
の
実
態
が
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

次
に
購
入
肥
料
の
使
用
の
有
無
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
前
述
の
如
く

小
県
一
分
十
四
ケ
村
は
自
給
肥
に
加
え
て
荏
糟
、
酒
関
を
併
用
し
て
い
る
が
、

こ
の
内
、
保
屋
、
小
島
、
西
松
本
の
三
ケ
村
を
除
く
他
の
十
一
ケ
村
は
、
い

ず
れ
も
上
田
城
下
近
郊
に
位
置
し
、
当
然
城
下
町
の
経
済
閣
に
属
し
て
い

た
。
前
記
明
細
帳
に
名
村
々
は
い
ず
れ
も
、
上
田
原
町
、
海
野
町
市
へ
出
か

け
て
売
買
致
す
旨
の
記
載
が
み
え
、
叉
同
じ
上
回
城
下
の
明
細
帳
に
も
、
海

野
町
、
原
町
に
定
期
市
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
か

ら
推
し
て
城
下
町
近
郊
農
村
に
相
当
程
度
商
品
経
済
が
翠
透
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
上
回
城
下
周
辺
の
農
村
に
荏
糟
、
酒
粕
の
使
用
が
認

め
ら
れ
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
に
置
か
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
更

に
叉
こ
の
傾
向
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
民
間
運
輸
機
関
と
心
て
の
中
馬
の
活

躍
で
あ
っ
た
。
近
世
に
於
て
南
信
濃
特
に
伊
那
地
方
一
帯
を
中
心
と
し
て
中

馬
穣
が
盛
ん
で
あ
り
、
そ
の
活
動
は
上
回
か
ら
善
光
寺
に
ま
で
及
ん
だ
が
、

こ
の
運
般
荷
物
の
中
に
、
荏
糟
、
焼
酎
粕
が
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
中
馬

輸
送
の
、
購
入
肥
料
普
及
へ
の
影
響
も
見
逃

L
得
な
い
。

保
屋
、
小
島
、
西
松
本
の
三
ケ
村
の
場
合
は
前
述
の
村
々
の
場
合
と
は
事

情
が
多
少
異
っ
て
い
る
。
此
等
の
村
々
は
上
田
城
下
か
ら
比
較
的
遠
く
、
上

田
城
下
の
市
場
と
の
関
係
も
あ
っ
た
と
も
思
え
ず
、
保
屋
村
の
如
き
は
以
前

一
四
三

あ
っ
た
市
が
立
た
な
く
な
っ
て
い
る
旨
の
記
載
が
明
細
帳
に
み
え
る
程
で
、

商
品
経
済
謬
透
の
様
相
は
余
り
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
も
同
じ
保
屋
村
（
小

暗
村
）
の
明
細
践
に
は
自
給
肥
料
特
に
草
の
入
手
難
を
訴
え
て
い
る
記
載
が

み
ら
れ
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
此
等
三
ケ
村
に
於
て
、
在
糟
酒
粕
の
必
要
が
生

じ
た
の
は
、
結
局
自
給
肥
の
入
手
難
に
基
づ
く
こ
と
が
理
解
出
来
る
。
要
す

る
に
購
入
肥
料
の
使
用
は
、
城
下
周
担
農
村
と
、
自
給
肥
（
草
刈
場
）
の
不

足
に
悩
む
村
々
に
の
み
み
ら
れ
る
部
分
的
現
象
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

然
し
な
が
ら
時
代
の
移
り
変
り
に
よ
る
農
業
技
術
の
進
歩
、
交
通
の
発
達

等
は
、
自
給
肥
の
獲
得
難
と
相
倹
っ
て
、
購
入
肥
料
の
増
加
を
招
か
ず
に
は

お
か
な
か
っ
た
。
今
川
中
島
一
分
知
領
の
中
に
氷
鈎
村
享
保
七
年
の
明
細
帳
を

み
る
に
、
宝
永
三
年
の
間
村
明
細
帳
に
は
、
「
か
り
し
き
、
馬
や
こ
い
、
庭

こ
い
、
ゑ
ん
ど
う
」
を
田
の
肥
料
と
し
て
挙
げ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
に
、

享
保
七
年
の
そ
れ
に
は
、
田
畑
の
こ
や
し
に
は
、
山
草
馬
や
こ
い
、
え
ん
ど

（

4
） 

う
、
泊
か
す
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
上
、
新
に
加
わ
っ
た
油
か
す
は
善
光
寺
、

松
城
（
代
｝
よ
り
購
入
す
る
こ
と
迄
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
叉
同
じ
く
川

中
島
分
知
領
戸
部
村
の
延
享
三
年
に
成
る
「
耕
作
手
入
書
止
書
」
を
見
る

と
、
作
物
養
糞
と
し
て
、
「
ま
く
さ
、
堂
、
下
、
種
粕
、
白
粕
、
酒
粕
、
酒
粕
、

こ
の
か
の
類
、
各
糞
、
共
多
く
致
申
候
」
な
る
記
載
が
あ
る
。
か
り
し
き
、
馬

毘
こ
い
、
庭
こ
い
、
ゑ
ん
ど
う
の
み
の
使
用
に
過
ぎ
な
か
っ
た
宝
永
三
年
当

時
と
比
較
す
れ
ば
、
全
部
が
購
入
肥
料
と
断
定
出
来
な
い
に
し
て
も
、
自
給
肥

以
外
の
肥
料
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
容
易
に
考
え
ら
れ
る
。

同
様
の
こ
と
は
小
県
分
の
農
村
に
於
て
も
見
ら
れ
る
。
上
回
藩
の
天
保
八

p
h
u
｝ 

年
「
農
家
年
中
行
事
帳
」
に
よ
る
と
、
酒
粕
、
泊
粕
の
購
入
肥
料
が
著
し
く

増
加
し
て
来
て
い
る
が
、
特
に
こ
の
地
方
の
村
々
は
、
宝
永
三
年
の
明
細
帳

に
よ
れ
ば
、
全
く
自
給
肥
料
の
み
に
依
存
し
て
い
た
村
々
で
あ
る
関
係
上
一
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層
そ
の
点
を
強
く
感
ず
る
の
で
あ
る
。

睦（
1
）
大
日
本
近
世
史
料
、
上
回
藩
村
明
細
帳
上
・
中
・
下
巻

（
2
）
上
岡
市
史
所
載
史
料

（
3
）
古
島
敏
雄
著
「
江
戸
時
代
の
商
品
流
通
と
交
通
」

（
4
）
鈴
木
寿
編
「
北
信
地
方
史
料
」
所
載

（
5
）

h

ゲ
「
郷
土
史
研
究
法
」
所
載

（6
）
信
濃
六
巻
九
号
、
黒
坂
周
平
氏
稿
「
近
世
農
業
の
様
相
」
（
三
）

一．．．． 

本
節
に
於
て
は
、
商
品
経
済
の
謬
透
の
傾
向
が
栽
培
作
物
の
面
で
は
ど
の

よ
う
に
現
れ
る
か
を
考
え
つ
つ
、
木
綿
と
煙
草
の
二
種
類
に
焦
点
を
定
め
て

商
品
作
物
の
普
及
の
実
情
を
考
え
て
み
た
い
。

宝
永
三
年
の
明
細
帳
に
依
る
と
、
畑
作
と
し
て
木
綿
を
栽
培
し
て
い
る
の

は
、
上
田
藩
領
で
は
川
中
島
分
知
領
だ
け
で
、
小
県
の
各
村
に
は
全
く
み
ら

れ
な
い
。
川
中
島
分
知
領
七
ケ
村
は
松
代
城
下
、
善
光
寺
町
と
の
関
係
が
密

接
で
、
小
県
分
の
村
々
と
は
多
少
事
情
を
異
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
松

代
町
史
に
依
る
と
、
寛
文
以
後
叩
場
が
繁
栄
し
た
が
そ
の
中
心
作
物
は
木
綿

で
あ
り
、
文
政
年
度
か
ら
は
木
綿
市
、
糸
市
が
開
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、

長
野
市
史
に
も
、
善
光
寺
平
の
木
綿
商
人
が
市
日
に
雲
集
す
る
事
実
が
記
さ

れ
、
更
に
松
代
藩
で
は
天
保
年
間
木
綿
専
売
の
令
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
等

か
ら
当
時
相
等
程
度
の
木
綿
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
た
様
子
が
理
解
出
来
る
。

し
か
し
此
等
の
村
々
の
生
産
も
「
自
用
に
充
つ
」
る
ゆ
か
目
的
で
あ
る
場

合
が
多
く
、
商
人
に
販
売
し
た
村
は
っ
こ
に
す
ぎ
な
い
。
明
治
初
年
の
此

の
地
方
の
状

myら
推
測
す
れ
ば
、
此
の
地
方
の
木
綿
栽
培
は
一
時
は
自
給

を
越
え
る
段
階
に
迄
達
し
た
が
、
や
が
て
次
第
に
張
わ
な
く
な
り
、
再
び
一
冗

の
自
給
の
段
階
に
と
ど
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
振
わ
な
く
な
っ
た
原
因
は
品

質
の
低
下
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
特
蕗
地
の
形
成
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
事
一

mv考
え
ら
れ
る
。
小
県
分
の
村
々
に
は
、
木
綿
栽
培
の
記
載

さ
れ
て
い
る
村
は
全
く
な
い
。
し
か
し
宝
永
ゴ
一
年
の
明
細
帳
に
、
農
間
稼
と

し
て
殆
ど
合
村
の
も
の
に
、
「
女
稼
布
木
綿
少
々
仕
候
」
と
あ
る
こ
と
を
考

え
ム
ロ
わ
せ
る
と
、
此
の
地
方
で
は
地
綿
も
多
少
は
栽
培
し
た
で
あ
ろ
う
が
、

多
く
は
原
綿
を
購
入
し
て
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
中
馬
の
存
在
を
考

え
る
町
心
こ
れ
は
あ
な
が
ち
無
理
な
想
像
で
も
な
い
。
次
に
煙
草
に
つ
い
て

み
よ
う
。
煙
草
は
商
品
作
物
中
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
農
村
の
貨

幣
経
済
化
を
考
え
る
に
ば
甚
だ
大
切
で
あ
る
。
宝
永
三
年
の
明
細
帳
に
、
煙

草
の
産
出
が
報
告
さ
れ
て
い
る
村
々
は
、
上
回
帯
珂
割
合
一
体
で
十
七
ケ
村
に
及

ん
で
い
る
、
即
ち
川
中
島
分
知
領
七
ケ
村
と
小
県
分
十
ケ
村
で
あ
る
。
川
中

島
七
ケ
村
は
全
村
煙
草
栽
培
を
行
っ
て
い
る
こ
と
木
綿
栽
培
の
場
合
と
同
様

で
あ
る
。
小
県
分
は
当
郷
村
を
除
き
全
村
上
田
城
下
近
傍
に
位
置
し
購
入
肥

使
用
の
村
が
多
く
、
商
品
経
済
の
進
ん
だ
地
域
と
考
え
ら
れ
る
。
此
の
地
方

に
煙
草
が
栽
培
さ
れ
始
め
た
時
期
は
不
明
だ
が
、
元
時
十
五
年
に
は
、
一
民
山

村
、
山
口
村
、
鎌
原
村
に
夫
々
煙
草
畑
が
三
町
余
宛
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
折
山
本
朝
食
鑑
に
は
、
信
濃
の
和
田
及
び
玄
古
が
、
叉
三
才
図
会
に
は

信
濃
の
玄
古
が
し
雫
要
産
地
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
玄
古
は
埴
科

郡
横
尾
村
を
、
和
田
は
小
県
分
和
田
地
方
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か

勺
」
江
芦
時
代
中
期
に
は
此
の
地
方
の
煙
草
は
全
国
的
な
も
の
と
な
っ
て
い

た
訳
で
あ
る
。
当
時
の
煙
草
・
耕
作
面
積
に
就
い
て
考
え
る
と
決
し
て
大
規
模

な
も
の
で
な
く
、
野
菜
作
り
に
あ
て
ら
れ
る
屋
敷
周
辺
の
畑
の
産
物
で
あ
る

場
合
が
多
か
っ
白
う
に
思
わ
れ
る
o

し
か
し
此
の
作
付
面
積
も
、
元
維
の

一四一
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上回藩領農村の階層分化（宝永三年村の明細帳）

村 名同室｜計 村 名1:s1 室｜計 村 名｜童市｜計
笹井 25 10 35 中野 46 諏訪形 57 11 68 

野竹 24 14 38 保屋 46 御所 39 21 60 

伊勢山 50 12 62 神畑 18 80 98 中之条 98 47 145 

新屋 20 8 28 小島 23 16 、下之条 73 24 97 

上洗馬 五加 66 22 上田原 50 19 69 

曲尾 129 422 下之郷 63 65 128 築地 55 24 79 

軽井沢 西松本 41 11 55 福 田 23 11 34 

横尾 72 31 103 平井 17 14 31 吉 田 20 3 23 

真田 72 56 128 東松本 47 51 98 小泉 127 99 206 

横沢 28 56 84 田中町 93 2 95 下室加 55 55 110 

大日向 18 35 53 加沢 40 33 73 上室加 42 35 77 

上原 42 70 112 武石 391 100 491 仁古田 50 21 71 

中原 40 71 111 下塩尻

~：1 11 
69 馬越 61 34 95 

下原 27 18 51 上塩尻 20 70 当郷 56 39 95 

林之郷 8 3 11 秋和 56 15 96 村松郷 50 11 91 

砦下 20 9 291 生塚 18 12 30 田沢 71 90 161 

大尾 27 14 41 西脇 32 78 110 奈良本 44 138 182 

東田沢 40 30 70 錐原 沓掛 9: 57 66 
中曾根 16 21 37 房 山 夫神 29 73 102 

栗林 30 常国

:; 1 74 126 
股戸 27 21 48 

本海野 62 踏入 30 48 越戸 25 17 42 

海善寺 23 18 国分寺 4 19 舞回 25 21 46 

東上回 16 19 上沢 11 10 ~1 八木沢 39 30 69 

諏訪部 30 17 60 堀 35 10 45 別所 65 29 94 

深井 39 9 48 上青木 20 12 32 野倉 22 58 80 

吉田（中） 50 35 85 窪林 13 6 19 山 田 41 14 55 

下吉田 24 3 27 青木 14 4 18 手 塚 61 28 91 

更級 砦門 23 6 30 前山 32 25 57 

稲荷山 203 3 206 黒坪村 10 3 113 十人 11 6 17 

塩崎 297 8 305 染屋 25 8 37 本郷 49 15 63 

今井 116 5 121 大久保 20 16 36 

上氷抱 100 3 103 東四条 37 47 88 
中。 55 3 58 長島 31 21 52 

戸 部 136 5 141 d、県

今里 96 4 100 1J 、牧 19 11 30 

四
四
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作
付
面
積
半
減
令
下
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
小
規
模
乍
ら
も
山
間
部
に
あ

っ
て
は
可
成
り
大
き
な
経
済
的
影
響
を
与
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
例
え

ば
房
山
村
一
ケ
村
の
作
付
面
積
で
す
ら
、
摂
津
、
近
江
、
肥
前
を
凌
駕
し
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
煙
車
栽
培
は
結
局
僻
遠
の
地
を
商
品
経
済

の
渦
中
に
引
込
み
、
多
肥
を
特
徴
と
す
る
近
世
的
農
業
技
術
を
行
き
渡
ら
せ

る
一
因
と
な
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

信（
1
）（
2
）
長
野
県
町
村
誌
北
信
篤

（
3
）
北
信
郷
土
叢
書
巻
八
「
朝
腸
館
海
筆
」

〈

4
）（
5
）
棒
西
光
逮
著
「
日
本
に
お
け
る
産
業
資
本
の
形
成
」

（6
）
古
島
敏
雄
著
「
江
戸
時
代
に
於
け
る
商
品
流
通
と
交
通
」

（
7
・
）
小
県
郡
誌
・
上
田
市
史
に
よ
る

（
8
）
小
県
郡
誌
に
よ
る

（9
）
古
島
敏
雄
著
「
近
世
に
於
け
る
商
業
的
農
業
の
展
開
」

近
世
の
農
村
に
は
、
貢
租
賦
課
の
対
象
と
な
る
本
百
姓
と
、
無
田
地
の
普

通
水
呑
百
姓
と
呼
ば
れ
る
二
階
層
が
あ

っ
た
。
こ
れ
等
の
身
分
差
は
単
に
そ

れ
だ
け
に
止
ら
ず
、
種
々
の
特
権
と
結
び

つ
い
て
、

農
村
生
活
全
体
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
し
か
も
こ
の
階
層
分
化
に
は
大
き
な
地
域
差
が
見

ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
比
の
意
味
に
於
て
も
、
考
察
の
対
象
と
す
る
に
育
分

な
意
義
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
宝
永
三
年
の
上
田
藩
村
明
細
帳
に
よ
っ

て
各
村
の
分
化
の
様
相
議
め
て
み
よ
う
。

古
島
敏
雄
氏
に
依
れ
ば
、
「
出
羽
村
山
郡
八
ケ
村
に
つ
い
て
本
百
姓
が
全

居
住
者
の
四
二
%
弱
、
美
濃
の
三
ケ
村
三
九
%
弱
な
ど
が
、
本
百
姓
外
の
も

の
の
最
も
多
い
例
で
あ
る
。
長
門
及
び
周
防
に
つ
い
て
は
、
五
五
%
の
本
百

姓
に
対
し
て
四
五
%
の
水
呑
的
階
層
の
あ
る
例
が
一
薄
全
部
に
及
ぶ
例
と
し

て
著
し
い
仰
を
な
す
。
－
分
化
が
あ
り
乍
ら
少
い
例
と
し
て
、
越
後
国
刈
羽
郡

小
国
郷
で
ぬ
本
百
姓
が
八
六
%
を
占
め
て
い
る
。
」
と
さ
れ
、
叉
野
村
兼
太

郎
氏
一
小
、
主
と
し
て
関
東
地
方
及
び
紀
伊
国
の
村
明
細
一
般
の
分
析
の
結
果
に

基
づ
い
て
、
「
村
明
細
帳
に
現
れ
た
限
り
に
お
い
て
は
、
無
高
百
姓
の
数
は

極
め
て
少
い
。
明
和
九
年
下
総
国
埴
生
郡
安
食
村
の
本
百
姓
百
八
十
軒
に
対

し
、
無
田
六
十
八
軒
が
最
も
多
く
、
全
体
の
二
十
七
%
を
占
め
て
い
る
の
を

例
外
と
す
る
の
み
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
水
呑
の

割
合
は
、
多
い
例
で
全
体
の
六
割
程
度
、
少
い
場
合
で
は
二
割
弱
程
度
の
分

化
の
状
態
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
上
回
藩
の
場
合
を
考
え
て
み
る
と

全
体
を
平
均
す
る
と
水
呑
の
割
合
は
全
体
の
三
五
・
三
%
に
当
り
、
－
分
化
の

程
慶
は
余
り
高
く
な
い
。
し
か
し
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
水
呑
の
割
合

が
五
O
%
以
上
の
村
は
二
十
ケ
村
を
数
え
、
就
中
、
奈
良
本
、
沓
掛
、
夫
神

野
倉
、
神
畑
、
西
脇
の
各
村
々
は
、
水
呑
が
七
O
%
を
越
え
る
状
況
を
示
し

て
い
る
。
特
に
啓
一
掛
の
如
き
は
、
六
六
軒
中
五
七
軒
の
、
叉
神
畑
村
は
九
八

軒
中
八
O
軒
の
水
呑
を
数
え
、
ま
さ
に
八
割
を
上
回
っ
て
い
る
。

比
較
的
低
率
の
村
も
十
数
ケ
村
を
数
え
、
特
に
田
中
町
の
如
き
は
九
五
軒

中
、
水
呑
が
僅
か
二
軒
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
叉
川
中
島
分
知
領
の
村

々
も
低
く
、
↓
分
化
し
た
様
子
さ
え
認
め
ら
れ
な
い
程
度
で
あ
る
。
同
一
地
域

に
於
て
何
故
に
こ
の
よ
う
に
階
層
分
化
の
程
度
に
著
し
い
相
違
が
あ
る
の
か

は
明
ら
か
で
な
い
が
、
一
分
化
の
度
の
高
い
村
々
は
、
比
較
的
農
間
企
業
の
多

く
み
ら
れ
る
村
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
貨
幣
経
済
の
謬
透
の
度
合
い
の
違
い
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
、
想
像
す
る
。
次
に
時
間
的
経
過
に
従
っ
て
階
層

分
化
が
如
何
様
に
進
む
か
に
つ
い
て
み
よ
う
。
今
左
に
小
県
郡
ん
は
吠
保
、
笹

井
両
村
の
宝
永
三
年
、
享
保
二
十
年
の
分
化
状
況
を
示
し
て
み
る
。
大
A
保

一
四
五
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30 

13 

宗
一
一

0
一

一

一

一

宝

永

三

一

一

一

ぉ

一

日

20 

30 

20 

16 

村

村
で
は
分
化
の
進
行
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
笹
井
村
の
場
合
は
比
率
に
於
て
殆

一1
1

－
－
↓
I
l－

－
「
1

1
1
1

一
ど
大
差
は
な
い
。

一
享
保
十
五
一
ぉ
一
回
一
次
に
川
中
島
分
知
領
の
内
、
中

一1
1
1
1
1寸

｜
｜
｜
寸
1
1
1
11

一
氷
鈎
村
に
関
し
て
宝
永
一一一
年
、
享

一
宝
永
三
一
日
一

3

一
保
十
五
お
分
化
の
状
況
を
同
様

「
l

｜
斗
判
制
判

J

｜
州
｜
剖
一
に
比
較
し
て
み
る
と
す
る
。
こ
こ

一
村
名
一
中
氷
飽
村
一
に
於
て
は
相
当
激
し
い
階
層
分
化

一

」

｜

1

1
1

1
1
1
1
L

の
様
相
が
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
故
川

中
島
分
知
の
名
村
も
、
宝
永
年
内
以
後
に
な

っ
て
階
層
分
化
抗
か
な
り
進
ん

で
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
以
上
の
よ
う
な
上
回
薄
農
村
の
状
態

を
畿
内
先
進
地
域
の
そ
れ
と
比
較
を
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

今
河
内
若
林
村
の
場
合
を
考
え
て
み
る
れ
い
）
交
政
五
年
に
於
て
、
惣
百
姓

五
一
、
本
高
一
四
、
無
高
三
七
、
無
高
の
惣
百
姓
に
対
す
る
比
率
は
七
二
・

五
%
と
な
っ
て
お
り
、
文
久
三
年
に
至
る
迄
の
七
回
の
調
査
に
よ
っ
て
も
、

無
高
の
惚
百
姓
に
対
す
る
比
率
は
六
五
・
九
%
か
ら
七
二
・
九
%
の
間
を
維

持
し
て
い
る
。
翻
っ
て
上
田
審
領
農
村
の
そ
れ
を
み
る
に
、
宝
永
三
年
に
於

て
既
に
水
呑
が
七
O
%
以
上
と
な

っ
た
村
が
数
ケ
村
あ
っ
た
事
実
は
、
先
・
進

地
域
の
そ
れ
に
劣
る
こ
と
の
な
い
階
層
分
化
の
進
行
を
明
ら
か
に
示
し
て
い

一
四
六

る
と
い
っ
て
よ
い
。
但
し
全
村
の
平
均
に
於
て
は
勿
論
先
進
地
域
に
は
及
ぶ

べ
く
も
な
い
け
れ
ど
も
。
し
か
し
、
と
に
か
く
山
間
部
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
相
当
高
度
の
階
層
分
化
を
示
し
て
い
る
此
等
村
落
が
存
在
す
る
と
い
う

事
実
は
注
目
し
て
よ
い
と
思
う
。

註（

1
）
古
島
敏
雄
著
「
近
世
日
本
農
業
の
構
造
」

同

「

封

建

時

代

後

期

の

農

民

の

生

活

」

（
2
）
野
村
兼
太
郎
編
著
「
村
明
細
帳
の
研
究
」

（
3
）（
4
）

鈴

木
芽
縞
「
北
信
地
方
史
料
」

（
5
）
宮
本
叉
次
鱗
「
農
村
構
造

の
史
的
分
析
」
所
載
北
村
貞
樹
稿

む

す

ぴ

以
上
上
回
藩
領
農
村
を
村
明
細
帳
を
通
し
て
眺
め
て
来
た
の
で
あ
る
が
、

結
局
こ
の
地
方
は
、
肥
料
V

使
用
の
面
か
ら
見
る
と
、
購
入
肥
使
用
は
限
ら
れ

て
お
り
、
大
部
分
は
自
給
肥
料
使
用
の
状
態
に
あ
り
、
商
品
経
済
の
進
展
は

ば
か
ば
か
し
く
な
く
、
商
品
作
物
の
栽
培
に
於
て
も
、
木
綿
は
自
用
に
充
て

る
の
が
目
的
で
あ
り
、
し
か
も
特
産
地
の
形
成
や
品
質
の
低
下
と
共
に
援
わ

な
く
な
り
、
煙
草
も
城
下
町
の
需
要
に
応
ず
る
程
度
の
小
規
模
栽
培
の
域
を

出
な
か

っ
た
ら
し
く
、
こ
れ
亦
貨
幣
経
済
の
進
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
乍
・
ら
、
時
代
の
進
展
に
伴
っ
て
商
品
経
済
化

へ
の
徴
も
次
第
に
顕
著
と
な
り
、
全
体
と
し
て
見
た
場
合
に
は
多
少
の
地
域

差
を
示
し
な
が
ら
も
、
農
村
の
階
層
分
化
を
次
第
に
押
し
進
め
て
い
っ
た
。

か
く
し
て
地
域
的
に
は
最
先
進
地
域
た
る
摂
津
地
方
の
農
村
の
階
層
分
化
に

劣
ら
ぬ
程
度
の
分
化
を
示
し
た
村
々
が
現
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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